
　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
、
ご
家
族
の
皆

さ
ま
と
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
町
議
会
を
代
表
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
、

国
際
情
勢
の
急
激
な
変
化
な
ど
の

状
況
下
、
国
内
の
景
気
は
緩
や
か

な
回
復
を
持
続
し
て
い
る
も
の
の
、

地
方
に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
は
台
風
15
号
、19
号
、

21
号
の
大
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

自
然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
で
も
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
防
災
体

制
の
強
化
、
避
難
所
開
設
の
在
り

方
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
準
備
の
必

要
が
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
4
月
に
は
県
立
青

洲
高
校
が
開
校
し
、
峡
南
地
域
を

は
じ
め
県
下
各
地
よ
り
学
生
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
町
と
青

洲
高
校
と
の
連
携
な
ど
、
活
性
化

策
を
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
よ
り
、
図
書
館
、
体
育

館
な
ど
、
新
し
い
施
設
の
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
喜
ば
れ
る
施
設
運
営
と
な

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の

中
富
―
南
部
間
の
開
通
に
よ
る
山

梨
―
静
岡
間
の
全
線
開
通
と
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
進
捗
状
況
を

見
な
が
ら
、
本
町
と
し
て
も
先
見

性
の
あ
る
対
応
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
町
の

第
２
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
形
で
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業
生

産
品
の
開
発
、
商
工
業
の
活
性
化
、

高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実
、

子
育
て
支
援
策
な
ど
積
極
的
に
展

開
し
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
教
育
振
興
策
に
も
全
力
で
取

り
組
み
、
関
連
す
る
事
業
に
つ
い

て
確
実
に
前
に
進
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
効
率

化
を
進
め
る
た
め
に
、
議
会
改
革

に
取
り
組
み
、
本
町
発
展
の
た
め

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
基
盤
を

念
頭
に
「
元
気
な
町
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
新
し
い
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
方
に
と
っ
て
、
良
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
２
０
１
９
年
は
、
５
月
１

日
皇
位
継
承
、
平
成
の
御
代
か
ら

新
元
号
令
和
と
な
り
ま
し
た
。
10

月
22
日 
即
位
礼
正
殿
の
儀
、
11

月
10
日 
祝
賀
御
列
の
儀
と
、
憲

法
に
基
づ
く
国
事
行
為
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
の
台
風
15
号
、
10

月
の
台
風
19
号
、
台
風
21
号
に
よ

り
未
曽
有
の
大
規
模
災
害
が
あ
り

ま
し
た
。
台
風
19
号
で
の
堤
防
決

壊
は
、７
県
71
河
川
１
４
０
ヵ
所
、

犠
牲
者
行
方
不
明
者
は
13
都
県
で

１
０
１
人
の
激
甚
災
害
で
あ
り
ま

し
た
。

　

地
震
は
２
０
１
６
年
（
平
成
28

年
）
４
月
の
震
度
７
を
２
回
記
録

し
た
熊
本
地
震
、２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）６
月
の
大
阪
北
部
地
震
、

同
年
９
月
の
震
度
７
を
記
録
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。
市
川
三
郷
町
周
辺
に
は
、

糸
魚
川
静
岡
構
造
線
、
曽
根
丘
陵

断
層
、
身
延
断
層
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
活
断
層
帯
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
切

迫
度
な
ど
、
地
震
、
台
風
の
大
型

化
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
激
甚
化
、

常
態
化
に
、備
え
を
万
全
に
す
る
、

防
災
力
、
減
災
力
、
複
合
災
害
へ

の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
最

優
先
と
し
ま
す
。

　

芦
川
の
護
岸
整
備
事
業
は
、
国

土
強
靭
化
（
強
く
て
し
な
や
か
な

国
を
つ
く
る
）
と
し
て
２
０
１
３

年
度
（
平
成
25
年
度
）
か
ら

２
０
２
４
年
度
（
令
和
６
年
度
）

ま
で
の
12
年
事
業
で
す
。範
囲
は
、

笛
吹
川
合
流
点
か
ら
JR
身
延
線
橋

ま
で
約
１
３
０
０
ｍ
で
、
右
岸
は

JR
身
延
線
橋
か
ら
芦
川
橋
下
流
ま

で
を
引
き
堤
（
堤
防
を
旧
三
珠
側

に
下
げ
る
）
と
し
て
水
の
流
量
を

改
善
、
芦
川
橋
は
架
け
替
え
る
計

画
で
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）「
君

は
太
平
洋
を
見
た
か
、
僕
は
日
本

海
を
見
た
い
」
か
ら
41
年
。
本
年

12
月
に
六
郷
IC
以
南
が
全
線
開
通

し
、高
速
交
通
体
系
が
整
い
ま
す
。

　

県
立
青
洲
高
校
は
本
年
４
月
に

開
校
し
ま
す
。町
の
施
設
、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
は
１
月
24
日
竣
工

式
、１
月
25
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
８
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、

２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
、
東
京
―
名
古
屋
間
の
営
業
開

始
な
ど
変
革
し
ま
す
。

　

自
治
体
と
し
て
、
自
主
、
自
立

の
精
神
、
姿
勢
を
持
っ
て
地
方
分

権
改
革
、
地
方
創
生
を
実
践
し
て

お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
財
政

規
律
を
守
り
、
ご
高
齢
者
を
敬
い

尊
ぶ
畏
敬
の
心
と
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
責
任
を
も
つ
町
政
で
あ

る
こ
と
の
決
意
を
新
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

令
和
２
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

高  

尾    

貫

子ね

年
互いに思い合うことを―元気な町づくり―

■
一
生
伸
び
続
け
る
前
歯

　

ネ
ズ
ミ
は
、
哺
乳
類
で
大
き
な
前
歯

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
前
歯
は

一
生
伸
び
続
け
る
た
め
、
常
に
何
か
堅

い
も
の
を
か
じ
っ
て
前
歯
を
す
り
減

ら
す
習
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
上
に
広
く
生
息
し
、
種
類
は

１
８
０
０
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
ネ
ズ
ミ
算
的
に
増
え
る
」
と
い
う
言

葉
か
ら
繁
殖
力
が
強
い
の
も
わ
か
り

ま
す
。

■
か
わ
い
い
顔
で
も
要
注
意

　

昔
は
夜
に
ネ
ズ
ミ
が
天
井
裏
を
走

り
回
り
、
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
鳴
く
声
が

聞
こ
え
た
よ
う
で
す
。
最
近
は
、
純

粋
な
日
本
家
屋
の
減
少
や
家
屋
の
構

造
変
化
が
原
因
な
の
か
、
ネ
ズ
ミ
の

鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
一
見
か
わ
い
い
顔
で
す
が
、

人
に
病
気
を
も
た
ら
す
病
原
菌
を
運

ぶ
こ
と
が
あ
る
の
で
、
健
康
や
衛
生
面

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
食
品
だ
け
で
な
く
、
建
物
、
電

気
機
器
や
配
線
な
ど
を
か
じ
っ
た
り

し
て
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
駆

除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
ア
ニ
メ
や
こ
と
わ
ざ
に
も

　

ネ
ズ
ミ
は
物
語
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
に
人
気
の
絵
本
『
ぐ

り
と
ぐ
ら
』
は
、双
子
の
野
ネ
ズ
ミ
「
ぐ

り
」
と
「
ぐ
ら
」
が
主
人
公
の
物
語
で

す
。
短
編
ア
ニ
メ『
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
』

は
、
ネ
コ
の
ト
ム
と
ネ
ズ
ミ
の
ジ
ェ

リ
ー
が
繰
り
広
げ
る
ド
タ
バ
タ
劇
。
繰

り
返
し
放
送
さ
れ
、
今
も
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
ネ
ズ
ミ
が
大
き
な
も
の
に

立
ち
向
か
う
様
子
は
、
こ
と
わ
ざ
で
も

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
弱
者
で
も
追
い

つ
め
ら
れ
る
と
強
い
も
の
に
逆
襲
す

る
と
い
う
意
味
の
「
窮き

ゅ
う
そ鼠
猫
を
噛
む
」

や
、
前
ぶ
れ
の
騒
ぎ
ば
か
り
が
大
き
く

て
、
実
際
の
結
果
は
極
め
て
小
さ
い
こ

と
の
た
と
え
で
あ
る
「
大た

い
ざ
ん
め
い
ど
う

山
鳴
動
し
て

鼠
一
匹
」
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
俗
説
で
は
、「
ネ
ズ
ミ
が
い
な
く

な
る
と
そ
の
家
に
火
災
が
あ
る
」「
ネ

ズ
ミ
が
逃
げ
出
す
の
を
見
た
ら
そ
の

船
に
乗
る
な
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
実

際
に
そ
う
い
う
場
面
は
見
掛
け
ま
せ

ん
が
、
何
か
重
大
な
こ
と
が
起
こ
る
前

触
れ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

２
０
１
９
年
は
全
国
の
あ
ち
こ
ち
で
、

水
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
災
い
に
対
し
て
も
、
身
近
な

環
境
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
、
異
変
を

察
知
す
る
、
早
め
の
行
動
を
心
掛
け
る

な
ど
、
危
機
管
理
能
力
を
常
に
働
か
せ

る
こ
と
で
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

■
干
支
の
『
一
番
』
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

　

ネ
ズ
ミ
は
、
干
支
の
順
番
で
い
え

ば
「
一
番
」。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
子

年
に
あ
や
か
っ
て
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
で
は
、表
彰
台
の
〝
一
番
〟
上
で
、〝
一

番
〟
輝
く
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
日
本
人

選
手
を
多
く
見
た
い
も
の
で
す
。
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1階

　「市川三郷町生涯学習センター」は、図書館、生涯

学習館、体育館の３つの機能を備えた複合施設として、

１月２５日正午に開館します。今回は、開館記念イベ

ントの内容や平面図、図書館概要を紹介します。

開館時間 休館日

火・水・木・金
9：30 ～ 19：00 毎週月曜日・年末年始

祝日の翌日・月末平日
特別整理期間（年１回）土・日・祝

9：30 ～ 17：00

【貸出期間／冊数】
■図書（２週間／１０冊まで）■視聴覚資料（１週間／２点まで）

図書館利用カードは従来のカードが利用できます。
※事前登録を行った方は６ページの「図書カ―ドをお渡しし
　ます」をご覧下さい。

図書・雑誌等

約 70,000 冊を所蔵

自動貸出機の導入により貸出手続きを自分で行うことがで

きます。（DVD・CD などの視聴覚資料や一部の図書は除く）

１月２５日土  

1 月２５日正午 いよいよ開館
市川三郷町生涯学習センター

学習室

学習室

これまでの広報掲載内容
１０月号：開館時間、休館日、利用料金など
１１月号：体育館概要
１２月号：生涯学習館概要

■内覧会１２：00 から 16：30

図書館概要

自動貸出機
新導入！！

入口付近にセキュリティゲートを設置し、図書館の資料管理

に配慮しています。

セキュリティゲート

１月２６日日

※入場整理券の配布は１月７日火９：００から町役場本
　庁舎教育委員会で行います。先着順お一人様２枚まで

【同時開催】いけばな小原流 　花の輪・人の輪 ―  みんなの花
か て ん

展

■記念講演１３：３0 から（13：00 開場）入場無料（入場整理券※が必要です）

※「みんなの花展」は1月３１日まで展示します。
　（１月２６日は10：00 ～15：00、1月２７日は休館、最終日３１日は15：00まで展示します）

■内覧会１０：00 から 15：00

開
館
記
念

図書スペース資料室

学習室

入口ロビー

小澤  俊夫（ドイツ文学者、筑波大学名誉教授）
ドイツのメルヒェンと呼ばれる口承伝承による
昔話の研究が特に専門で、文学研究から民俗
学にまたがる分野で幅広い研究を行ってい
る。1998 年に「小澤昔ばなし研究所」を設立、
昔話、メルヒェンの選集を多数出版している。
父、小澤開作は市川三郷町（旧高田村）出身。兄・
克己は彫刻家。弟・征爾は世界的に有名な指揮
者で、市川三郷町名誉町民である。
末弟・幹夫は俳優。次男はミュー
ジシャンの小沢健二。

２階
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町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
と
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
５
名
の
教
育
委

員
が
委
員
会
内
の
業
務
が
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
左
の
３
点

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
５
段

階
で
自
己
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
評
価
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
意

見
や
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
29
項
目
の
平
均

値
は
３
・
８
で
、
最
も
高
か
っ
た
の

は
「
学
校
等
の
施
設
の
充
実
に
努

め
て
い
る
か
」
で
４
・
６
で
し
た
。

ま
た
、
最
も
低
か
っ
た
の
は
「
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
底
辺
拡
大
に
努

め
て
い
る
か
」「
学
び
発
表
す
る
場

の
充
実
に
努
め
て
い
る
か
」「
伝
統

芸
能
保
護
団
体
相
互
の
交
流
に
努

め
て
い
る
か
」
で
３
・
４
で
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
は
「
新
設
『
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
』（
生
涯
学
習
館
、
図

書
館
、
町
民
体
育
館
）
は
、
２
０
２
０

年
の
開
館
に
向
け
、
役
場
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
全

庁
で
取
り
組
ん
で
い
る
」
ま
た
「
建

設
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
聞
く
会
を
開
催
し
、
多

く
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

評価のための基本的な考え方
①  『自然・歴史・文化などを活かした「にぎわい」づくり～子どもたちの

未来へ伝統と安心をつなげて～』を町の将来像とし「ふるさとを愛する
まちづくり」、「文化や歴史を守るまちづくり」、「交流するまちづくり」を
基本的な考え方として、実態に合ったものとする。

② 委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする。

③  ５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
平成30年度町教育委員会
事務の管理、執行状況の
点検と評価

平成３０年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

ふるさと
キャリア

教育の充実

ふるさとに誇りを持ち、将来の生き方の基盤となるよ
う地域の自然、歴史人物、文化、伝統産業、特色ある
産業など、学習を積極的に進めているか。

3.6

学校教育
の充実

「生きる力」を育む適切な教育課程の実施・評価・改善
をしているか。 3.8

「確かな学力」を育む指導・評価を推進しているか。 4.0
生徒指導の充実を推進しているか。 3.8

体育・スポーツ及び健康・安全に関する基礎基本とな
る資質能力の育成を推進しているか。 3.6

外国語教育の推進に努めているか。 4.4
学校・家庭・地域との連携と協働活動を推進しているか。 4.0
健康安全指導の充実に努めているか。 3.8

生涯学習
スポーツ
の推進

公民館活動の支援は充実しているか。 3.6
図書館事業は充実しているか。 3.8
各種講座は充実しているか。 4.0
ひとり・１スポーツの推進に努力しているか。 3.6
スポーツ推進委員の連携・協働の強化を図っているか。 3.6
スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.4
スポーツ指導者育成に努めているか。 3.6
青少年の健全育成に努めているか。 4.0

文化・芸術
の振興

文化・芸術に触れる機会の推進に努めているか。 3.6
文化・芸術活動への支援及び助成に努めているか。 3.8
学び発表する場の充実に努めているか。 3.4

地域・伝統
の継承

伝統芸能・技能の保護に努めているか 4.0
伝統芸能保護団体相互の交流に努めているか。 3.4
文化財の保護のあり方の検討と保存の推進に努めているか。 4.0

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 3.8
企画、指導、管理は適切か。 3.8
人事や組織の改善に努めているか。 3.6
学校等の施設の充実に努めているか。 4.6

国際交流
の推進

国際交流の為の語学力強化の推進に努めているか。 4.0
異文化理解の推進に努めているか。 3.8
姉妹都市との派遣交流の推進に努めているか。 4.4

総平均値（上記 29 項目の評定の平均値） 3.8

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 29 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足��４:満足��３:普通��２:不満��１:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎ 055-272-6093

【場　所】六郷分館　【対　象】小学生以上
【持ち物】ハサミ　　【講　師】�望月菊江さん・赤池辰子さん
【定　員】�10 名（定員になり次第締切）
【申し込み・問い合わせ】六郷分館☎ 0556-32-2002

　１２月２４日㈫までに図書館利用カードの事前登録を
された方は本人確認ができるもの（運転免許証や保険
証など）をお持ちになってお越し下さい。
※カードのデザインは以前と同じです。
※カードをすでにお持ちの方は引き続きご利用いただ
　けます。

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

三珠分館 日曜開館終了
三珠分館の日曜日の開館は、１月１９日までです。
新図書館のご利用をお待ちしています。

　文京交流センターで１２月７日㈯
にに開催しました。素敵なリースと、
かわいいゆきだるまを作ることがで
きました。

開催しました！

２月２日 日 10：00 ～11：30

図書館利用カードをお渡しします
1 月 25 日以降 新図書館にて

おりがみで
おひなさまを作りましょう！

蔵書点検による休館のお知らせ
■六郷分館■２月３日月～５日水
■三珠分館■２月５日水～７日金

三珠・六郷分館は、蔵書点検のため上記の期間休館します。

役場本庁舎入口ブックポストは
新図書館に移動します。

役場本庁舎入口への設置は１月２４日㈮までです。
以降の返却は新図書館にあるブックポストへお願いします。

【本　　館】☎055-272-8888 
　■１月２５日㈯正午より開館

【三珠分館】☎055-272-1204  開館時間 9:00 ～ 17:00 
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始

【六郷分館】☎0556-32-2002 
開館時間［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00

　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始

■本　　館－ [ 乳　��幼��　児 ]��� 1/23 ㈭ 11:00 ～11:30
２月からは図書館内「りんどうちゃんのへや」です。

■三珠分館－ [ 幼児～小学生 ]   毎週 ㈫ 15:30 ～16:00
　　　　　　[ 乳　��幼��　児 ]   1/24 ㈮ 11:15 ～11:45
■六郷分館－ [ 幼児～小学生 ]   1/21 ㈫ 15:30 ～16:00

六郷分館

バルーンでリースとゆきだるまを
つくろう（六郷分館）

　下地区公民館で１２月１４日㈯に開
催しました。大型絵本の読み聞かせ
や楽しい寸劇、手遊びなど盛りだく
さんの内容で楽しみました。

図書館クリスマス会（本館）

返却をお願いします。
　現在、新図書館開館へ向けて資料の整理
を行っています。貸出期限の過ぎている本・
雑誌・DVD/CD等をお持ちの方は早めの返却をお願いしま
す。町役場本庁舎正面玄関右側に設置してあるブックポ
ストへご返却下さい。三珠分館・六郷分館でも返却でき
ます。※ DVD/CD はカウンターで返却して下さい。

りんどうちゃんのへや 閲覧席

▼生涯学習センター図書館写真
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